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「宮崎浜を人で埋めた 「

」－浜 まつり －」
おしょせた自家用車の波

今企r.の梅雨も、 7月中旬、からりとはれ上η、，t'J然のぶl射の

照りつける良質がやって米た。

7 月27 日 L出）恒例の；•i｛崎雌！日 「浜絞り d の詳をあげた。 i同

民所得の向上は、レジャーにむ政及、 ）.；，J巴、表争きは出1}¥f(t'f<r

にも見られるようになり、 ~Ulから百~Jj( 10 '[',: i之、i卓く富山JN:iill・

らも押しょせ、正午頃には耐水市ル~i;{·ti!i: －・搭は、約 8.000にも

及び年々に漏水前符はふえる－－ ／j、その上にマイカ 一 広ヵ・：~（

、あの広い砂利浜は、自家用1暫と、人でうずめつくされた。

ビキニスタイ／レの女性等をl治め、〈立とりどりの、まさにi~i1e 
の咲きみだれたよう な般観は、約lべぎの慌の白と、さんさんと

照りはえるよ閣の蹴やきに、 11もまばゆいばかり。

ひすい色にすきとおる清潔な海水浴場

国民の生活向上は、消費生活の上に特に目立ち、これについ

ていけない下水道の不備は、このために海水の汚染はなはだし ： 
く、マスコミは、大都会の問辺をはじめ、多くの都市の下tlrtに

位する機水前場の知んどが、 耐水1符不適と報道して~、るが、ま

たこれに反して、朝日町宮崎両wより東は、新喝県親不知制作

に至る海町は瓶水浴場として鼠もj歯していると報じ、た1.:H1し ： 
むらくは海辺はj車践でないとと記けが、島険を伴うために注意 ; 

を要するとしている。迫践の耐水浴場は、浜や海底は妙である ！ 

ために、 広はにごり、火力；よどむために’I，（.社。）！立も｛工；r1," ＇こ

とも引日知山ことである。川崎掘作ーは、とのi主？えではた、が、Ji.

位ヅ）j' i「ひすい出i・;・uで、海の水lまi垂Ill]そのもので:1i)・5。 Lか

し、寸ぐ際くなっているために、 一般のl!TH<:riには’／，，＿川、とはい

えない。

県定公園の一環としての宮崎浜海水浴場にのぞ

むもの

'1.；~ LI I純の民し ょ‘；：；；：， (r’bメl主的利｝l{l~辺をう；まって 1 まった

ことと、報泊される出7J¥i'i'i場のi'/mは、前LIIか山胤の1I Jill！付の

山小；i仲毘好才iーを、このf削日IHJ日崎出；; ~へと押しょせることにな

った。問：／rj＇まで、社会体育のl白lで、その胞Jせとして教f.1~.Ujぐ
が、？低水Tri場の施設の－1唱を助法し円少fj:グ＂＇.i.u休み中の獅1j二rlr

場としての指定地区ともして米たe L；うぺ 、今年から． 類花を

かねての雨水~ti ＇~の持放、県定公開、 －ー峨Il lの：何崎両；，：：~の胞

n":VJ..のーっとして、 r.r業課と地区商工会とか力を合わせておIJ見

えすることになっ：ヒ。地区及び地比i樹 il会のfJll柑的な ふI人

れもさることながら、県：：Lt'.公園の施jj'.,&Qli・1の光文・とい「観..：.ltJ‘

ら、観光%の，；考致という大きな日で、胞の刺を得た·：~＼・1崎市； ；：：r鋭

利n場にも？とゾJ；を入れてほしいと念、臨するものである今

（編tl-t-!"l.J云九但迫・，f)

終戦 24年 一一全国戦没 者 追 悼 式 一ー もくとうを簿げましよう i 

きたる8月15日、日本氏週間lにおいて天皇、皇后川｜出ドのど臨仰を仰ぎ、 全閣峨他者迫村山にが行なわれ、本！県でも ． 
同日、県民会館ホー川おいて迫悼式が行なむれます。 ! 

町民の皆さんも一分間、心から黙とうを搾げまし ょう。
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自民健歳係自主

「一一知っておきたい一一「

」主婦の健康管理 」
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州
で
き
る
米
嵯
阪
を
も
ハ

＠
予
防
注
射
は
必
ザ
一
う
け
る
ω

一
体
協
だ
よ
り
一

。
第
一
回
婦
人
会
球
技
大
会

明
日
間
必
合
財
人
公
明
明

F

州
政
一
技
大
会

は
七
川
十
一
七
日
、
州
中
学
校
で
附
似
点
れ

a

’

、

〆

、
n
t
．ぃ
匹
、，
．．
 
リ
酌H
tt

J
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カ

’

L
・・J
川

1

パ

J

’tip
d
M
h

l

に
、
一
行

0
・
お
の
選

F

す
が
診
加
、
女
性
H
V

大
会
特
’
刊
山
僚
や
か
な
中
に
も
鉄
一戦
い
か
mx

H
H
1

・、ι－－
u

H
HH
J

，、4
d
e
dh

出
日

ω凶同制

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
叫
ゅ
で
は
、十
〈
衣
川
A

B
、
施、

伯
A

R
、
笹
川
、
沼
崎
．． 
h
間

正
の
八
，
デ
l

ム
が
参
加
、
決
勝
戦
は
十八
家

正
八
｜
泊
A
に
よ
り
行
な
わ
れ
於
官
以
犬

家
庄
A
チ
ー
ム
が
盤
何
し
た
リ

ぃ
山
球
の
部
で
は
山
A
B
C
、
十
八
・
添
い
八

B
山
附
A
B、
間
伐
A
8
、
境
、
町
山
中
と

十

一
チ
1
ム
が
参
加
Mm…似
の
米
銭
勝
訳

勝
共
泊
A
B
チ
ー
ム
が
能
川W
L土、

（
写
真
は
当
日
の
車
獄
誌
合
風
景
）

寸
劇
月
の
税
金
は
j
！
；く
J

一

町

県

民

税

二

期
分

一

一

国
民
健
康
保
険
税
二
期
分

一

で
す
－M

一

日
山
口
卜
つ
か
っ
た
稲
は
民
く
さ
く
な
る

一
①
「
午
稲
に
M
M
怖
を
舷
触
す
る
と
附
く

さ
〈
な
る
・一
①
「
生
稲
を
十
日
以
上
積
ん

で
お
く
と
舗
が
ひ
れ
て
異
臭
を
発
す
る
乙

と
な
ど
が
淀
川
休
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
乙
そ
は
県
内
原
米
か
ら
奥

山
の
あ
る
も
の
を
一
一
悼
む
山
さ
な
い
よ
う

笹
川
正
を
受
け
て
か
・
り
出
制
す
る
こ
と
に
な

り
ま

L
た
ο

米
が
過
剰
化
し
て
総
合
農
政

が
昨
日
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
富
山
県

農
業
に
と
っ
て
米
の
重
．要
性
は
少
し
も
変

わ
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
「
う
ま
い
米

作
り
」
乙
そ
今
後
の
水
間
農
家
の
生
き
る

泊
で
あ
る
こ
と
を
ぷ
く
認
識
す
べ
き
で
、

稲
作
り
も
愈
々
収
機
期
に
入
ろ
う
と
し
ま
し
て
異
臭
米
を
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
い
ま
す
む
そ
し
て
今
年
の
産
米
出
荷
予
て
似
の
良
心
併
，
な
農
家
に
迷
wm
そ
放
ぽ
す

約
を
凡
て
も
昨
年
予
約
よ
り
以
上
と
な
り
こ
と
の
な
い
よ
う
m
訳
家
自
身
も
自
主
的
に

波
山
氷

ω
川町
出
陀
意
欲
の
旺
盛
さ
に
は
驚
く
監
定
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
そ
の

外
あ
り
ま
せ
ん
。
然
し
昨
年
か
ら
は
米
か
鑑
定
の
仕
万
は

余
る
時
代
と
な
り
、
よ
り
良
質
の
米
、
う
な
る
べ
く
探
さ
の
あ
る
細
身
引
掛
呑
み

ま
い
米
の
盟
・
ぷ
さ
れ
て
い
る
と
き
、
・郡
山

茶

碗

に

試
料
附
玄
米
冗

0
グ
ラ
ム
を
入
れ

県
政
米
の
中
か
ら
三
年
連
続
く
さ
い
米
、
制
抑
…湯
を
加
わ
え
刷
出
作
し
、
約
二

t
三
分
間

強
引
刊
の
あ
る
米
が
出
て
附
凶
消
費
地
で
配
ガ
ラ
ス

χは
小

mで
蓋
脅
し
て
お
き
、
再

給
航
．
合
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
提
持

ω後
黙
揚
を
捨
て
て
匂
い
を
か
ぐ
（

実
験
の
結
果

一異
臭
米
発
生
の
最
大
原
因
玄
米
は
紛
粋
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
で
あ
る

目

撃

芳

は

’

刊

機

り

〉

系

曲
芸

ω使
用
に
よ
る
」
と
）

，詐

発

ぶ
さ
れ
、

ζ

の
外
に
も
①

一
泥
水
に
王
（
入
将
来
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改
良
普
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所
朝
日
支
所
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外
部
門
の
成
制
は
次
の
と
お
り
ο

優
秀
賞
明
る
い
社
会
を
作
る
た
め

O
昔
柴

ω加
の

背

年

の

役

制

η
（大
家
川
）
大

般
国
限
努

賞

制

似

井

．

正

子

川間秀帥

m

U

M

カ
彼
私
の
職
業
と
将
来
の
常
損

努

均

質

笹

川

（
山
崎
）
九
閣議
会
子

。

郷

土

芸

能

の

部

。

演

劇

の

部

最

優

秀

賞

田

植

附

（

大

家

庄

）

最

優

秀

賞

太

鼓

（

泊

）

優

秀

賞

加

賀

崎

（

笹

川

）

優

秀

賞

父

と

子

（

大

家

庄

）

努
刀
働
問

天
狗
太
鼓
（
五
箇
圧
）

労

力
賞
く
も
り
の
ち
硝

〈
笹
川
〉

。
意
見
発
表
の
部

。
総
合
成
績

鼠

優

秀

賞

明

る

い

社

会

を

作

る

た

優

勝

泊

、

次

勝

大

家

庄

め
の
青
年
の

役

湖

り

所

属

（

泊

三

位

笹

川

）
紙
谷
賢
二

（
捌
日
町
連
合
青
年
間
）

八
月
体
協
行
事

第
＋
五
回
町
民
排
球
穴
会

ペ
川

一
ご
い

山
附
小
学
牧

第
十
二
田
町
民
水
泳
穴
A
R
曲京
朝
日
町
泊
中

学
位
水
浪
記
鍛
A
X

川
J
l

二
日
制
川
口
・
・
・

第
十
五
回
町
民
野
疎
穴
会

・
人
川
十
七

1

小
丸
山
ω州
場

第
十
六
回
少
年
野
球
大
会

パ
月
二
卜
↑
川

小
丸
山
球
場

青

連
漁

演
劃
部
門
最
優
秀
賞

綜
合
優
勝
も
共
に
泊
校
下

i
第
ニ
回
朝
日
町
青
年
芸
能
大
会
｜

日
頃
団
活
動
で
一訴
さ
れ
て
い
る
背
年
の

創
造
意
欲
の
発
表
の
場
と
し
て
の
第
二
凶

明
白
町
青
年
芸
能
大
会
が
、

ζ

の
ほ
ど
泊

中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
総
合
で
泊
校
下
情

年
間
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

便事教窒
1
1異
臭
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を
追
放
し
よ
う
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ー
善
意
の
ま
ど
ー

一

票
な
つ
子
さ
ん
（
合
）
か

り
、

…
こ
の
ほ
ど
な
く
な
ら
れ
た
よ
一、
民
大
さ

叫
ん
（
元
町
建
設
課
・
佳
）
の
供
必
に
と
、

一
社
会
稲
祉
事
業
に
七
万
円
、
教
育
符
に

一
三
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
占
愈
銀
行
に
品
川
」

…
さ
れ
ま
し
た
。

一

と
の
必
蛍
に
対
し
心
か
ら
岨
謝
の
世

…
を
ぷ
し
交
す
。

一

（
仙
川
町
五
怠
鋭
一汀）

・
選

挙

と

は

・

：
知

っ

て

お

き

た

い

選

挙

の

知

識

：
：
：
：

町

内

会

や

組

合

の

必

要

性

と

の
代
表
者
を
決
め
る
場
合
の
方
式
で
あ
る

参
加
省
が
会
種
多
様
の
犠
陪
階
層
で
、
人

代

表

者

の

選

出

方

法

数
も
多
く
、
明
刊
行
λ

＼
、

話

γづ
手
工

街
の
中
を
流
れ
て
い
・主
再
引
．ry
、
ト
一
弐
然
も
そ
の
員
百
か
ず
嘗
J

いw
と
し
J
J

川市川体
－U
担均
一

か
ら
流
れ
て
，
＼
る一
一、二三
件l
－K
に
阿
る
。
九
日
、
人
定
か
せ
附
ち
ぷ
を
・
ニ
ケ
な
い
で
、

自
分
の
家
の
分
に
け
を
、
と
け
いぶ
っ
て
も

選
紘
一aと
い
，
つ
方
式
で
、
代
ドドA
4
門
会
決
必
に

次
ぎ
か
・
り
次
N
工
｝
筏
れ
て
き
て
、
汚
い
わ

’H
り
が
よ
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
内
分
川

河
傾
向
綴
マ
あ
る
。
そ
れ
で
崎
近
川
総
泊

代
点
打
と
し
て
、
地
噛
任
と
思
・
万
人
を
、

と
い

う

こ

と

に

な

る

。

山

ら

叫
般
的
に
決
め
る
万
式
亡
、
副
代
附

く・
り
L
小
山
・か
九
、
，
｝の
いh
う
な
M
m
y
w片山
什
聞
の
的
ん
ど
が
、
こ
の
り
ょ
舎
は

っ

h
y
問
題
が
約
ち
・＼
川
て
・＼
7
0
e

こ
こ
い
に
、

ご
い
る
の
で
あ
る
。

町
内
会
の
ふ
咲
少
年
、
ーれ
る
内
ま
に
及
川

日

本

や

世

界

各

国

の

〉
却
水
で
は
ぷ
－n
v
m
M慨し
」刈

L
HK
竹
の
・
4

－

r＼
L
℃
、
川
M
U
wr
叩
ふ
れ
－

va場
で

o
主

の
が
伸
明
・
0
0

制
作
業
た
冷
却
説
会
の
必
耐久

選

挙

の

歴

史

由
化
以
ノ
と
い
・2
」
と
が
、
形
式
的
で
は

も
ま
た
や
じ
て
く
る
。
こ
れ
ら
カ
町
．
内
会
忠
小
に
よ
っ
て
代

k
nを
決
め
る
万
式
あ
る
が
、
遂
に
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
乙

と
か
組
今
、
ヨ
浪
人
A

－〕芯
、
ど
う
し
て
も
は
、

古
代
ぶ
リ
・ンャ
、
υ

l
マ
時
代
に
既

の
了
五
際
伝
民
ク
の
突
を
、
加
附
に
、
間

代
・
次
符
グ
必
－晶化
と
な
る
？
こ
の
代
氏
%
を
に
行
な
わ
れ
て
い
た

J

だ
が
封
建
時
代
の

る

く

、．
什
．
し
く
実
視
さ
せ
る
か
と
い
う
こ

決
的
ぷ
方
式
に
、
指
針
式
n

何
時
式
、
・父

選
手
で
、
事
朕
会
議
と
い
う
・
弓
分
、
財
件

ーこ
が
、
滋
小
内
地
も
火
引
な
問
題
で
あ
る

凶作式、

九
州
術
後
白
刀
よ
$
と
あ
る
よ
弓
で

す
に
持
し
い
制
限
あ
る
ら

ω
で
あ
「
之

J

「
以
ド
次
・り）

あ
あ
。
げ
て
れ
は
何
れ
も
服
務
の
少
い
問
昨
日
本
で
は

一
，K
・ヘ
九
作
川
市
け
・

一年
太
一

ω

川
正
温
子
運
動
指
進
委
付

か
り
、今
般
、
そ
の
出
秀
な
治
相
克
践
に
い刈

し
富
山
県
教
育
毎
日
民
会
か
ら
向
の
治
療
モ

ヂ
ル
校
と
し
て
指
定
を
う
け
表
彰
さ
れ
た

・
宇
宙
狭
し
と
縄
跳
び
運
動

な
お
、
同
校
で
は
児
者
山
体
位
向
ト
t

を

め
ざ
し
て
、
業
閣
の
時
聞
を
い
ろ
い
ろ
－同

校
側
案
の
、
ド
’
L

運
動
、
な
わ
ζ

び
連

動
、
リ
ス
ム
体
山
中山
，
鉄
僚
や
、
J

ンー

4

．－J

ム
予』
利
川
♂
る
述
む
吋
け
の
山
口
ず
九十
ドり

仏
を
怖
じ
て
い
4
0
aJ

、制
刊
に
な
わ
と
ひ
述

働
は
、
地
打
点
r
h
M段
断
一L
r
げ
け
ご
必
級
以
－

m
T
l
火

tT
作

n
．

4

週
間
’川
に
そ
よ
仙川
白一色
な

h
な
う
含
ま
り
に
必
叶
て
4

、
ふ
一に
州
、
，r

川
い
た
ら
も
間
借
山
J

円以山巾
、伏
広
・4
h

f

サ

ト
扶
し
と
ば
か
内

」
ト
ヘ
人
も
で
き
弐
い
主

・ソ
な
ぬ
燥
な
制
み
A
U
h
十い
ご
｝
三
二
一ニ一
」V
A

縦
割
内
分
汀
な

、
，
－い司令山

（ド
ツ
民
は
凶
判
記

」
い
と

r
r’h
h

－μ
ご

笹

川

小

学

校

の

よ

い

子

た

ち

・
歯
の
治
療
モ
デ
ル
技
に
指
定

mm
川
小
学
校
で
は
、
ふ
れ中山
け
、
ぷ
皇

、－

m
健
康
・
4
断
の
い
牝
果
、
九九ヘ

ι古
川
「
川
花
止
吸
が

山川A
h

附
の
保
有
お
で
あ
る
こ
と
が
問
問
し
ム
一

ρ
で
学
校
側
で
は
こ
の
出
自慢
じ
）

い
て
、

父
叫
ん
や
川
f
舵
休
日
除
と
wm
A
Re－
！ー

さ
の

よ
う
な
いん
誌
を
決
め
た
。

一
、
父
品
不
使
ル
ア
パ
明
：
一
、
H
丸
山
市
照
合

一dz
，’品目’b
f

．
．
 
、
下
校
向
刊
紙
の
本
件
山
的
仁
川
市
町
戸
川
川
拘

－乙
、
児
車
問
ぶ
の
け
発
的
午
h
動

間
．
？
療
お
の
内
向

日
・じ
の
よ
，づな
小川
釦
が
む
へ
U

的一
」’
h
h
t

わ
れ
た
私
県
そ
ハ
ぬ
ハ

m
p－J
－よ

n
t検

a

川り
が
二
（
Jufγ
一？
に
止
し
ご
い
ん
て」

・斗
か
れド

人
一心
刈

L
山
発
kmと
川
刊
に
衆
議
院
議
パバ

ゲバ
I
J
A
Sル
ド’一
λ
け
さ
れ
、
UT

－
－ム
九
、
し
年
じ

μ
一
日
第

一
川
の
衆
議
院
議
員
選
挙
法
が

公
引
さ
れ
賢
一
八
九

O
年
七
月
一
日
第
一

川
の
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。

日
本
民
民
で
け
五
才
以
上
の
芳
子
直
接
国

税
十
五
円
以
上
納
税
者
と
な
っ
て
い
た
。

間
的
け
J

一年
ト
’
円
以
上
、
十
八
正
八
年
三
円

以
ト
い
と
改
め
、
ト
八
正
十
四
年
遂
に
納
税
条

件
いか
と
り
除
か
れ
、
普
通
選
候
制
と
な
っ

た
の
で
あ
る
3

一
九
円
五
年
昭
和

H
年
卜

一
一片
十
六
日
市
顧
の
そ
の
改
正
法
が
成
任

L
、
H
f以
l
．の
似
性
・
ふ
選
併
貯
民
臼
と
必

つ
わ
～。主

権
在
民
と
は

A
守

F
D
n
U

建
段
課
長

清
水
民
夫
氏
逝
去

町
建
設
課
長
稿
水
民
夫
氏
は
、
か
ね
て

か
ら
病
気
療
草
食
中
の
と
と
ろ
去
る
七
月

六
日
逝
去
さ
れ
た。

氏
は
、
大
正
五
年
旧
大
家
庄
村
金
山

に
生
ま
れ
、
昭
和
十
三
年
大
家
庄
村
役

場
に
勤
務
間
二
十
九
年
、
町
村
合
併
に

よ
り
明
日
町
教
育
餐
・員
会
事
務
局
員
と

な
り
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
産
業
課
長

雄
投
凍
長
と
．
股
任
さ
れ
た
が
、
そ
の
問

地
方
自
治
厳
興
幼
労
者
と
し
て
数
川
に

ハ
る
表
彰
を
受
げ
ら
れ
庁
内
に
お
い
て

も
仔
政
明
務
敏
腕
家
と
し
て
闇
乙
え
、

上
ド
か
ら
崎
市
敬
と
日
制
を
う
け
ら
れ
い

た
と
こ
ろ
、

今
川
の
ご
逝
去
は
内
Mmか

ら
抑
制
の
出
が
お
く
、
共
に
民
悼
の
意

を
去
し
ま
す
。

7

・J
J
4
乃
キ
一吋J
L

LV

仰
以
来
仙
川
崎
訂
の
巾

て

今
後
の
農
村
振
興
を

ど
う
維
進
す
べ
き
か

な
ど
に
つ
い
て
？
後

三
γ
午
の
盛
安
川
汚

を
も
っ
災
業
妥
当
の

選
候
が
去
る
匂
円
・
γ

一九
．日
行
な
わ
れ
次
の

η々
が
新
1
．旬
、二寄
付

r
L

決
宮
内
門
ま
し
た
ο

上
選
併
後
い
は
（
十
七
V
川
）

小
久
述
義
鰍
（
己
、
川
崎
）
ぶ
川
市
必
（
化

的
）
中
山
崎

M
m
（
殿
町
）
体
得
明

会
ニa
代

橋
）
い
門野
彩
太
郎

（大
家
川
）
州
偽
併川町

〈
下
山
新
）
大
仲介
脚
明
治

（金
山
ベ
）
ト人
必
政

治
（
高
山
間
）
質
問
問
佐
（
作
）
坂
口
良
造

〈
小
．奥
）
嗣
茂
進
〈
桜
町
）
綴
則
吋
・
大

へ

撃
野
）
川
久
保
占
太
郎
（
間
保
）
帰
沢
折

二

〈
．
ト
隙
培
）
小
仲
林
祁
司
（
併
一川
）

火
白

眼
減
（
宵
崎
）
命
説
品
川
ハ
ヘ
境
）

2
推
せ
ん
畳
官
民
（
農
業
間
体
雌
鰐
）
問
名

米
同
庁
二

〈
東
門
小野）

沢
本

m
w仏（
蜂
塚

）
霊
場
要
作
（
細
野
）
棺
沢
栄
次
郎

（下

山
新
）

3
推
せ
ん
発
的
（
町
可
機
会
椛
時
）

一・名

鹿
師
同
安
正
（
殿
町
）

折
行
降
八
れ
ト
ト
川
）

脇
子
八
幡
宮
夏
ま
つ
り

ー
l
郷
土
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
ー
ー

山
い
脈
犯
と
問
来
を
も
っ
脇
チ
ぺ
幡
寓
帆

例
の
延
亥
つ
り
は
、
こ
と
し
も
、
勺
社
発

作
の
地
域
山
山
頂
で
阪
さ
れ
ま
す
c

昨
年

も
八
十
町
か
ら
た
く
さ
ん
の
刀
々
が
参
加
さ

れ
雌
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
部

t
の
民

依
的
な
祭
砧
行
事
と
す
る
た
め
に
た
く
さ

ん
参
加
し
ま
し
ょ
う
a

日
間
八
月
十
五
日
早
明
〈
雨
．
人
順
延）

場

岬

峰

山

山

国

出
版

し

一
、
日
の
出
に
あ
わ
せ
出
旗
掲
場

一
、
凶
歌
斉
唱

一
、
奥
の
U

日
rm
u
り
い
叱
び
に
制
本
祭

－
、
出
会

，叶，，
H
」

O
帆
三
川
花
火
打
ち
上
げ
へ
開
俄
合
間

）
雨
天
時
に
は
あ
げ
な
い
。

ο州
四
時
山
鎚
上
守
出
宅
前
集
合
（
比
少
）

ハM
悦
一灯
口叩

お
に
ぎ
り
、
電
池

凶
食
は
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

。
農
作
品

登

山
ぷ
念
し
ゃ
も
じ
。


